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言
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
十
月
一
日
創
刊
の
文
化
創
造
学
科
紀
要
は
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
十
一
月
一
日
に
八
冊
目
を
刊
行
し
て
、
終
刊
を
迎
え
た
。
短
期
大
学
部
が
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
三
月
に
終
焉
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
る
。
同
月
、
昭
和
女
子
大
学
短
期
大
学
部
記
念
誌
編
集
委
員
会
は
『
昭
和
女
子
大
学
短
期
大
学
部
記
念
誌
』
を
刊
行
し
、
六
十
四
年
間
の
軌
跡
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
学
苑
」
十
一
月
号
の
文
化
創
造
学
科
紀
要
の
終
刊
の
後
を
受
け
て
、
全
学
科
を
対
象
と
す
る
「
資
料
紹
介
特
集
号
」
と
す
る
こ
と
は
、
平
成
二
十
五
年
度
第
二
回
近
代
文
化
研
究
所
運
営
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。
本
学
図
書
館
所
蔵
の
貴
重
書
を
始
め
と
す
る
学
界
に
寄
与
す
る
貴
重
な
資
料
を
写
真
翻
刻
解
題
あ
る
い
は
解
説
を
も
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
は
、
学
術
的
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
五
月
十
五
日
～
六
月
十
三
日
、
本
学
光
葉
博
物
館
に
お
い
て
大
学
院
文
学
研
究
科
三
十
五
周
年
記
念
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
貴
重
書
展
を
開
催
し
、
日
本
の
近
代
文
学
古
典
文
学
、
英
米
文
学
の
各
分
野
か
ら
貴
重
書
を
精
選
し
て
展
覧
に
供
し
た
が
、
本
号
に
は
そ
の
一
部
も
紹
介
す
る
。
記
念
す
べ
き
「
資
料
紹
介
特
集
号
」
第
一
号
の
本
号
に
は
、
日
本
古
典
文
学
か
ら
『
隠
岐
百
首
』
と
『
建
禮
門
院
集
』
（
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
）
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
学
外
の
貴
重
資
料
と
し
て
、
伊
保
庄
村
上
文
庫
『
あ
き
ぎ
り
』
を
紹
介
す
る
。
社
寺
の
資
料
と
し
て
、
隠
岐
高
田
神
社
蔵
『
高
田
大
明
神
縁
起
』
や
妙
高
山
霊
光
寺
蔵
『
妙
極
堂
遺
稿
』
、
仏
教
周
辺
資
料
と
し
て
、
『
淨
土
安
心
愚
鈍
念
佛
集
全
』
、
『
准
西
國
稲
毛
三
十
三
所
じ
ゆ
ん
れ
い
う
た
』
、
『
貞
心
尼
自
筆
龍
海
院
藏
雲
和
尚
宛
書
簡
』
（
複
製
巻
子
）
を
紹
介
す
る
。
日
本
近
代
文
学
で
は
、
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
少
女
画
報
』
目
次
を
紹
介
す
る
。
合
計
九
種
で
あ
る
。
翻
刻
に
は
そ
れ
ぞ
れ
緻
密
な
解
題
が
付
さ
れ
、
資
料
は
必
要
に
応
じ
て
色
刷
り
と
し
て
い
る
。
文
系
の
学
部
生
や
卒
業
生
、
大
学
院
生
や
修
了
生
が
指
導
教
授
と
と
も
に
資
料
を
継
続
し
て
調
査
研
究
し
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
は
、
理
系
の
基
礎
的
研
究
で
あ
る
実
験
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
調
査
と
同
様
に
、
主
体
的
に
学
び
続
け
る
力
が
身
に
つ
く
も
の
で
、
研
究
的
の
み
な
ら
ず
教
育
的
に
も
極
め
て
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
。
今
後
、
十
一
月
号
が
英
米
文
学
な
ど
他
の
分
野
か
ら
の
投
稿
も
受
け
、
益
々
充
実
し
た
「
資
料
紹
介
特
集
号
」
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
学
内
外
に
お
い
て
多
忙
の
折
、
御
寄
稿
下
さ
っ
た
執
筆
者
各
位
に
、
ま
た
、
資
料
閲
覧
等
に
便
宜
を
図
っ
て
下
さ
っ
た
各
位
に
、
深
く
謝
意
を
表
す
る
。
（
齋
藤
彰
）
